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第　 1　問

f(x) = log x− 2x+ 1 (x > 0)とする。aを正の定数とし，tは 0 < t < aをみたす実
数とする。関数 y = f(x)のグラフ上に 3点 Q，A，Pを，それぞれの x座標が a− t，a，
a+ tとなるようにとる。以下の問いに答えなさい。

(1) f(x)の増減を調べ，y = f(x)のグラフをかきなさい。

(2) 点 Rが −→
AP+

−→
AQ =

−→
ARを満たすとき，−→

ARを求めなさい。

(3) 四角形 APRQの面積 S(t)を求めなさい。

(4) lim
t→+0

S(t)

t3
を求めなさい。
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第　 2　問

座標空間の 3 点 A(1, 2, 2)，B (2, 1, 1)，C(2, 4, 2) を通る平面を α とする。点
D(0, 2, 1) を通り，ベクトル −→

a = (1, 1, 1) に平行な直線を l1 とする。また点 D を通
り，ベクトル −→

b = (−1, −1, 1)に平行な直線を l2 とする。このとき，以下の問いに答え
なさい。

(1) l1 と αの交点を Eとし，l2 と αの交点を Fとする。E，Fの座標を求めなさい。

(2)
−→
DEと −→

DFのなす角を θ (0 ≦ θ ≦ π)とおくとき，cos θ の値を求めなさい。

(3) △DEFの面積を求めなさい。
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第　 3　問

2次の正方行列 A =

(
a b

c d

)
のすべての成分は正であるとする。以下の問いに答えな

さい。

(1) tの 2次方程式
t2 − (a+ d)t+ ad− bc = 0 · · · · · · (∗)

が異なる 2つの実数解をもつことを示し，また，大きい方の解は正であることを示
しなさい。

(2) (∗)の大きい方の解を t = β と表す。実数 y で，

(A− βE)

(
b
y

)
=

(
0
0

)
をみたすものを求めなさい。ただし，E は 2次の単位行列とする。

(3) (2)で求めた y が正であることを示しなさい。
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第　 4　問

aを実数とする。関数 f(x) = sinx+a cos2 x− 1
4
について，以下の問いに答えなさい。

(1) a = 1とするとき，0 ≦ x ≦ 2πにおける f(x)の増減と極値を調べて，y = f(x)の
グラフをかきなさい。

(2) f(x)の極値をあたえる xが 0 < x < π の範囲に 1個だけ存在するための aについ
ての必要十分条件を求めなさい。
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第　 5　問

2つの数列 {an}，{bn}が次の漸化式で与えられているとする。
a1 = 4, b1 = 3

an+1 = 4an − 3bn (n = 1, 2, 3, · · · )

bn+1 = 3an + 4bn (n = 1, 2, 3, · · · )

このとき，以下の問いに答えなさい。

(1) a2，a3，a4，b2，b3，b4 を求めなさい。

(2) an+4 − an (n = 1, 2, 3, · · · )，bn+4 − bn (n = 1, 2, 3, · · · )はともに 5の倍数であ
ることを証明しなさい。

(3) an (n = 1, 2, 3, · · · )も bn (n = 1, 2, 3, · · · )も 5の倍数ではないことを証明しな
さい。
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第　 6　問

以下の問いに答えなさい。ただし，答えのみでなく，理由も述べなさい。

(1) 赤，白，黒の玉がそれぞれ 3個ずつあり，一列に並べるものとする。合計 9個の玉
の並べ方は何通りあるか求めなさい。なお，同じ色の玉は区別しないものとする。

(2) (1)の並べ方のうちで，先頭の 3個の玉が同じ色であるか，末尾の 3個の玉が同じ
色であるか，少なくとも一方が成り立つ並べ方は何通りあるか求めなさい。

(3) 空間において座標 (x, y, z) にある点 P を 1 回の操作で (x+ 1, y, z)，
(x, y + 1, z)，(x, y, z + 1) のいずれかを選んでその座標に移動させる。最初
に (0, 0, 0) にある点 P を，9 回の操作で (3, 3, 3) に移動させる選び方のうち，
(3, 0, 0)，(0, 3, 0)，(0, 0, 3)，(3, 3, 0)，(3, 0, 3)，(0, 3, 3)のいずれも経由
しないものは何通りあるか求めなさい。
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